
近畿職業能力開発大学校在校生の声 

NOKAIDAI NOW 
 

石倉 聖大さん「新しいことにチャレンジ」 

 

 高等学校を卒業後、広島県にある造船関係の会社へ就職しました。ところが、業界の構造 

変化によって仕事が減少し、新しいことにチャレンジする決心をしました。 

 同僚にその話をすると、就職もいいけど職業能力開発大学校でもう一度しっかりと勉強する 

のも良いのではとアドバイスしてくれました。今の景気を考えると自分を磨いた方が良いの 

はと考えるようになり、進学に気持ちが傾いていきました。進学するなら心機一転、都会に 

行きたいと考え、近畿職業能力開発大学校で７月から入校できるメカトロニクス技術科 

への進学を決めました。 

元々高等学校で電気や電子について学んで 

いたので、十分理解できる部分もあります。 

でも、機械の勉強は初めてなので、かなり 

努力が必要です。 

今は、一番大切な測定の授業を受けています。あと、数学の授業があるのですが、 

あまり得意ではなかったので、そこは苦労して 

います。でも、担当する先生が一から丁寧に 

教えていただけるので、助かっています。 

クラスは少人数なので仲良くやっています。 

まだ勉強を始めたところですが、将来は機械 

や設備のメンテナンスの仕事もいいなっていう思いが芽生え始めています。 

 

本記事は、2021年 9月に取材し、「能開だより vol.49」で掲載したものを編集して掲載しています。 

 

 


